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 http://www.ne.jp/asahi/olive/kusatsu 

               

  オリーブ先生たちによるリレーエッセイ②  杉山美子 

                      

ＭＹ ＨＯＢＢＹ 

私は今、ビーズアクセサリー作りにハマっています。まだ、始めて 2 年なので、難しいデ

ザインのものはできませんが、ネックレスやブレスレットなど、自分でできる範囲の簡単な

デザインを考えて作っています。 

ビーズアクセサリー作りのいいなと思うところは、３つあります。 

①オリジナル作品を安く作れること。（パーツの値段が安いので、完成品も普通のアクセサ     

リーより、とても安く仕上がります。） 

②手と頭を使うこと。（パーツの組み合わせを考えたり、完成デザインを創造したりすることが楽しいです。同

時に指先も動かすので、脳には良いかも？） 

③プレゼントすると、喜んでもらえること。（私は、普段あまりアクセサリーをつけないので、

できたものは、ほとんど親戚や友人、知人にあげてしまいます。喜んで

もらえると、嬉しくてまた作りたくなります。） 

ビーズパーツ売り場では、ストーンやメタルっぽいものもあり、じっ

くりパーツを選ぶ男性の方もおられます。 

興味のある方や、作ってみたい、または作ってほしいという方がおら

れましたら、男性、女性問わず気軽にお声かけください。 

目下の悩みは、老眼のため、ビーズの穴にワイヤーが通りにくくなっ

てきたことです。はぁ～。 
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お
も
ろ
す
ぎ 

「
お
も
ろ
す
ぎ
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
を
、
よ
く
学
生
が
使
っ
て
い
る
の
を
耳
に

す
る
。
「
で
か
す
ぎ
」
「
や
ば
す
ぎ
」
な
ど
と
、
形
容
詞
に
「
す
ぎ
る
」
が
付
く
の
だ

が
、
「
お
も
し
ろ
す
ぎ
だ
」
「
や
ば
す
ぎ
だ
」
な
ど
と
、
体
言
止
め
さ
れ
る
こ
と
に
オ

ヤ
ヤ
と
思
っ
た
。「
こ
の
服
は
大
き
す
ぎ
る
」
や
「
こ
の
問
題
は
む
ず
か
し
す
ぎ
る
」

の
よ
う
な
、
形
容
詞
＋
「
す
ぎ
る
」
な
ら
、
な
ん
ら
異
様
で
は
な
い
。
と
に
か
く
想

定
範
囲
を
超
え
て
い
る
の
が
「
す
ぎ
る
」
と
い
う
動
詞
の
意
味
で
あ
る
。 

 

動
詞
＋
「
す
ぎ
る
」
な
ら
、
複
合
動
詞
と
し
て
、「
食
べ
す
ぎ
」「
飲
み
す
ぎ
」「
働

き
す
ぎ
」
な
ど
、
体
言
止
め
の
例
は
い
く
ら
で
も
見
つ
か
る
が
、「
お
も
ろ
す
ぎ
」「
や

ば
す
ぎ
」
は
、「
過
剰
般
化
」
だ
ろ
う
か
。
い
や
い
や
「
食
べ
す
ぎ
の
場
合
」
は
で
き

て
も
「
お
も
ろ
す
ぎ
の
本
」
は
で
き
な
い
の
で
、
若
者
言
葉
ま
た
は
誤
用
と
考
え
た

ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。 

「
と
て
も
お
も
し
ろ
い
」「
非
常
に
や
ば
い
」
と
い
う
よ
う
な
、

副
詞
的
接
尾
辞
と
考
え
ら
れ
る
。
も
は
や
想
定
範
囲
を
超
え
た
」
動
詞
本
来
の
意
味

は
薄
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

「
で
か
っ
！
」「
や
ば
っ
！
」
な
ど
と
、
開
口
一
番
に
感
想
を
述
べ
る
現
象
が
観
察
さ

れ
る
こ
と
は
以
前
に
も
書
い
た
が
、
副
詞
を
用
い
て
程
度
を
表
す
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
っ
た
一
例
と
な
ろ
う
。
語
彙
で
程
度
を
表
す
の
で
は
な
く
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
に
よ
っ
て
「
お
も
ろ
い
」「
や
ば
い
」
程
度
を
表
そ
う
と
し
て
い
る

よ
う
だ
。 

 

日
本
人
学
生
が
、
テ
ス
ト
の
感
想
を
「
先
生
、
む
ず
す
ぎ
や
」
と
も
ら
し
た
。
一

方
で
留
学
生
は
、「
先
生
、
め
っ
ち
ゃ
む
ず
か
し
い
で
す
」
と
述
べ
た
。
さ
あ
、
ど
ち

ら
の
ほ
う
に
難
し
さ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
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私の故郷  ハノイ（ベトナム）  ・・・・・・・  ファム ヴァン クィ 

 
ハノイはベトナムの首都で政治の中心です。内外の旅行客を引きつけてい

る場所です。建物が古風な趣のあるまちです。例えばヴァンミェウクォクツジャ

ムという場所はベトナムで初めての大学です。昔のたくさんの博士の名前を刻

んだ博士碑を置いています。大切な試験を受ける時は大学生たちが博士碑の

中で一番偉い人の碑の前に祈りに来ています。 

近代の建築で有名なラングバ(Lang Bac)はホチミン指導者の死体が保管さ

れています。ベトナム共産党を創立した方です。 

現代の建築としては国家の運動場があります。2003年の seagame(東南ア

ジア 11か国の運動会)が行われた場所です。 

旅行客や若者がよく来ている場所としてホーホアンキェムはハノイの中心に

あり, 文化活動などよく行われています。ノィバイ空港は北部で一番大きいです。

国際線もあるので海外からハノイに来る人に便利です。 

 

 

 

 

 

 

ハノイは伝統的な食事があり、有名で美味しい料理がたくさんあります。その中で一番人気がある料理はフォーです。

ハノイの特徴のある料理です。ベトナム人はフォーと言うとハノイをイメ－ジします。ハノイに来る旅行客はチヤカラヴォン

と言う魚料理を探してたべます。ブンダウマムトムと言う料理は豆腐や米の麺を特別な醤油に付けて食べます。 

他にブァンクォンタンツィやコムランヴォンなども愛好されています。コムランヴォンは青い若い米に調味料を加えて加熱

した料理です 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

交通はバイクが多いです。ラッシュの時はこんなふうに渋滞になります。交通事故も多いです。 

 

 

 

 

 

 

四季ははっきり分かれています。夏は 39℃になる時もあります。 

とても蒸し暑いです。今年は 40℃以上の日もありそうです。 

冬は、雪は降りませんがずいぶん寒いです。4~5℃まで下がる時もあります。 

春と秋はすごしやすいと思います。みんなさん良かったら是非きてください！ 

※夏と冬は天気が厳しいので服や飲み物などを準備することが必要です。道がすごく複雑なので、迷わないように地

図も必要です。 
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 先生も勉強中  この夏は KIFA と BNNの日本語指導の講座が立て続けに開催されて、 

先生たちは大忙しです。参加されたおふたりにレポートを書いてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＢＮＮ 日本語指導者養成講座に参加しました 

 

７月２０日、東近江市・能登川コミュニティセンターで開催された日本語指導者 

養成講座に参加しました。 

 午前中は、外国人がまちがいやすい発音、日本語のアクセントやイントネーション 

の特徴など、音声中心の講義を受けました。地図とチーズのような最小対語（ミニマ 

ルペア）やディクテーションによる発音練習を体験しました。 

 午後の講義テーマは外国人からよく聞かれる質問でした。初級から上級までの学習 

者に共通の質問は類似表現の違いに関するものが多いことから、助詞「に」と「へ」 

の違いなどを掘り下げて考えました。ふだんから、類似表現を意識しておくことが大切だと改めて感じました。 

当日は、滋賀県の長浜市や野洲市などから、さまざまな団体に所属されている方々が参加されていましたが、

ペアワークなどを通してアットホームな雰囲気で勉強することができました。この講座は９月６日と１３日に

も行われます。ご興味ある方はぜひご参加ください。              レポート：伊藤紀子 

 

 

 

日本語教育支援者のためのレベルアップ研修会 

  

７月１９日(日)から、日本語教育支援者のためのレベルアップ研修会が始まりました。講師はオリーブ通信

にもコラムを書いてくださっている京都外国語大学教授の中川良雄先生です。大学教授と聞くとお堅いイメー

ジを持たれる方もいらっしゃるかもしれませんが、中川先生はジョークやダジャレがお好きなようで、学びあ

り・笑いありの楽しい講座にしてくださいました。研修会は８月も続きますが、７月の数回の講座での活動や

心に残ったことをレポートしたいと思います。 

～前半～ 

全体研修と、曜日別に分かれた初回の講座はレジュメをもとに中川先生のお話を 

聞いたり、授業で使えるようなペアワークをやったりしました。 

〇日本語ができるとは…？ 

日本語ができる＝コミュニケーションがとれる(自分の言いたいことが伝えられる) 

ということだそうです。確かに、日本語能力試験でＮ１やＮ２に合格していてもほと 

んどコミュニケーションがとれない人もいますし、日本人でも TOEIC900点以上持って 

いるからといって英語が話せるわけではありません。わたしたち先生は日本語教育を 

していくにあたって、実生活で使える・話せる日本語を教えなければならないのですね。 

〇教師主体から生徒主体へ 

コミュニケーションをとれるようにするには、授業内で生徒にたくさん発話させ、生徒主体の授業に変えて

いくことが重要で、授業内の発話の割合は先生：生徒＝４：６が理想だそうです。わたしは中高の英語の授業

でよく教科書の丸暗記をしました。しかしそれによってコミュニケーションがとれるようになったかというと

そうではありませんでした。やはり自分の意見を言う練習をしないと身につかないのですね。 

〇learn by doing 

learn by doing＝（言語は）使うことによって学ばれる 

授業の前半に単語や文法などのインプットを与えて、それを使って生徒にアウトプットさせる。学習した言葉

を使って実際に自分の意見を言ったりしないと言語は定着しないそうです。 

～後半～ 

後半はグループに分かれて教案を作成し、発表に向けて準備しました。指導案を書くときは先生が教えるこ

とだけでなく、ある程度生徒さんの反応を予想して書き込むことがポイントだと教えていただきました。それ

によって質問が出そうなところが見えてくるので、授業中に質問されてもスムーズに答えられます。普段オリ

ーブで指導する際にきっちりと教案を書くことはなかなかないかもしれませんが、あらかじめ質問の予想はし

ておくように心がけようと思いました。 

 

数回の研修ですが、これからの日本語教育活動に役立つ知識を教えていただけました。教案の作成や発表な

どの実践練習ができてよかったです。語学学習だけでなく、何事も人の言うことを受動的に聞いているだけで

は身につかないのだと実感しました。                     レポート：小林真由子 
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鈴木弘美さん 

今月の活動予定(8 月)  

中村さんの季節折々 ８月（葉月） 

 

 先月の活動(７月)               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●日本語教室の(M)は定例ミーティング  ●（  ）内は参加者、または 参加予定者。敬称略 
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「当たり前だけど…」 

               先日、生徒さんが備品のケースを倉庫に片づけるために、しばらく残って下さ

っていました。最近、ケースを運んだり、ホワイトボードを元に戻したり…と

いった片づけをしてくれる生徒さんをよく目にします。以前は先生だけがやっ

ていました。「先生に片づけさせるなんて」という気持ちをもたれているのでし

ょうか。「いいです、いいです、やります」「何を片づけましょうか？」と、“お

んぶにだっこ”じゃない生徒の姿勢をとても嬉しく思います。（小春） 

日本語教室 7/4 (M),11,18,25(4 回) 

「生活者としての外国人」のための日本語教育事業 

①ネットワーク会議   7/9(木)（恩地）    

②運営委員会      7/27(月)（恩地） 

KIFA 広報部会     7/6(月)（恩地） 

まちセン運営協議会 

①施設部会主催「夏の星座学習会」7/4(土)（田中一）              

②施設部会          7/9(月)（田中一） 

BNN 講座打合せ    7/20(月・祝)（佐野） 

お知らせ 

参加人数（７月） 会員の動き（7月） 

〈入会〉  鈴木弘美さん 7月１8日入会 

〈休会〉  なし 

〈退会〉  なし  〈賛助会員〉  なし 

 7/4 7/11 7/18 7/25 

先生 20 人 21 人 16 人 21 人 

生徒 18 人 18 人 19 人 21 人 

 

日本語教室 8/1,8,28,29(4 回) 

「生活者としての外国人」のための日本語教育事業 

ネットワーク会議   8/3(月)（恩地） 

まちセン運営協議会全体会 8/11(木)(田中一) 

KIFA 広報部会      8/18(火)（恩地） 

 

編集後記： 暑い日が続きますね。お体には十分お気をつけください。 

8 月末から SHIPS で外国人のための介護職員研修講座が始まりますが、専門研修の前に日本語の授業 

があり、小島先生とともにこの講師役を引き受けることになりました。介護のことはほとんどわからない 

ので、どこかで実際の現場を見学したいと思っていたら、なんと社会福祉士で介護支援専門員の山崎 

先生が自身の職場「ケアポート栗東」にどうぞ～と言ってくれ、ご厚意に甘えて先日行ってまいりました。 

オリーブの人材の豊富さにまず感謝。この職場で働くなら相当レベルの日本語が必要です。本当にたい 

へんだと思いますが、覚悟をもって勉強したいという外国人たちがいます。教える側も頑張らねば（MO） 

異文化交流が大

好きな鈴木弘美と

申します。楽しくお

手伝いができたら

いいなと思います。

よろしくお願いしま

す。 

あの事を言いそびれたり初夏のさざ波立てる琵琶湖を見た日 

              

※生徒のみなさん、猛暑日がつづいていますが、滋賀県の夏はいかがでしょうか。 

琵琶湖…まだ見たことがない人は、ぜひ一度は見てほしいですね。 中村健治 

 

 


